
藤
島
地
域
の
敬
老
会
が

５
月

日
（
日
）
に
東
栄
、

27

６
月

日
（
日
）
に
長
沼
、

17
日
（
土
）
に
八
栄
島
、

23
日
（
日
）
に
渡
前
の
各

24地
区
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
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階
的
に
敬
老
会
補
助
金
を

１
１
０
０
円
に
統
一
す
る

と
し
ま
し
た
。

藤
島
地
域
は
補
助
金
が

大
幅
に
減
ら
さ
れ
、

年
28

度
か
ら
藤
島
地
区
は
地
区

開
催
を
や
め
、
各
町
内
会

が
補
助
金
申
請
し
独
自
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

世
帯
数
の
少
な
い
町
内

会
で
は
実
施
が
困
難
と
な

り
、

年
度
は
越
後
京
田

28

が
未
開
催
、

年
度
は
越

29

後
京
田
と
下
中
野
目
が
未

開
催
、

年
度
は
下
中
野

30

目
が
未
開
催
を
決
め
て
い

ま
す
。

敬
老
会
は
本
来
、
行
政

が
お
祝
い
す
べ
き
も
の
で

あ
り
、
招
待
さ
れ
な
い
高

齢
者
を
生
み
出
す
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

横
綱

斎
藤

春
子

ふ
じ
の
花
荘

104

大
関

板
垣

よ
し
を

温
泉

102

関
脇

富
樫

サ
カ
エ

下
通

101

東

小
結

丸
山

キ
ミ

ふ
じ
の
花
荘

100

前
頭
１

菅
原

ま
つ
ゑ

新
屋
敷

99

前
頭
２

草
島

ふ
み
子

谷
地
興
屋

99

前
頭
３

冨
樫

金
三
郎

上
平
形

99

前
頭
４

高
橋

き
み
お

和
名
川

99

祝

藤
島
地
域
の
高
齢
者

平
成

年
５
月

日
現
在

30

15

横
綱

石
川

ふ
づ
こ

ふ
じ
の
花
荘

102

大
関

大
井

長
治
郎

下
川
尻

102

関
脇

石
川

と
よ
せ

八
色
木
上
区

101

西

小
結

安
藤

順
次

八
色
木
上
区

100

前
頭
１

成
田

ゆ
き
ゑ

ふ
じ
の
花
荘

99

前
頭
２

太
田

千
代
子

東
渡
前

99

前
頭
３

佐
藤

美
子

下
川
尻

99

前
頭
４

金
内

與
蔵

和
名
川

99
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発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい
（月１７７円程度）
5月 29人 27,532円
4月 37人 61,467円

長
沼
温
泉｢

ぽ
っ
ぽ
の
湯｣

奮
闘
記

板
垣
久
喜
（
長
沼
上
新
田
）

断
念
し
た
こ
と

ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の
誘

致
を
断
念

花
卉
栽
培
４
棟
の
ガ
ラ

ス
ハ
ウ
ス
建
設
補
助
事
業

の
話
が
あ
っ
た
。

出
来
れ
ば
、
ぽ
っ
ぽ
の

湯
周
辺
に
誘
致
し
た
い
と

考
え
た
。

実
現
出
来
れ
ば
相
乗
効

果
大
と
期
待
し
、
役
場
で

開
か
れ
た
説
明
会
議
に
も

出
席
し
た
。

新
た
に
井
戸
を
掘
ら
な

く
て
も
、
当
社
の
３
号
源

泉
（

℃
）
を
使
え
ば
経

32

費
節
減
に
も
つ
な
が
る
と

話
し
た
が
、
使
用
す
る
水

の
成
分
で
、
確
か
塩
基
度

(

？)
と
記
憶
し
て
い
る
が
、

使
用
す
る
条
件
が

ｐ
ｐ

70

ｍ
以
下
が
望
ま
し
い
と
説

明
さ
れ
た
。

３
号
源
泉
は

Ｐ
Ｐ
ｍ

69

で
あ
っ
た
が
、
後
々
責
任

問
題
に
も
な
る
と
思
い
、

即
、
誘
致
を
断
念
す
る
こ

と
を
伝
え
、
そ
の
場
で
降

り
る
こ
と
に
し
た
。

他
に
断
念
し
た
こ
と
。

(

１)

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

近
隣
農
地
を
借
り
て
ハ

ー
フ
の
Ｇ
Ｇ
場
を
整
備
し
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
し
た
後

の
入
浴
、
そ
し
て
会
食
パ

タ
ー
ン
を
考
え
計
画
し
た

が
断
念
。

(

２)

貸
農
園

近
隣
農
地
を
を
借
り
て

区
画
を
つ
く
り
、
２
年
続

け
て
何
名
か
の
希
望
者
が

い
た
が
、
皆
、
雑
草
に
負

け
て
断
念
。

(

３)

住
宅
団
地

彦
九
郎
堰
沿
い
に
温
泉

付
き
の
住
宅
団
地
を
考
え

た
。鳥

海
山
と
月
山
双
方
が

眺
望
で
き
、
全
国
で
唯
一

２
つ
の
百
名
山
を
見
る
こ

と
が
出
来
る
素
晴
ら
し
い

立
地
条
件
。
し
か
も
平
屋

に
限
定
し
計
画
し
た
が
、

２
号
源
泉
の
湯
量
不
足
で

断
念
し
た
。

ぽ
っ
ぽ
の
湯
か
ら
見
た
月
山

同
、
鳥
海
山

(

４)

移
動
式
ロ
グ
ハ
ウ
ス

宿
泊
施
設
の
要
望
が
あ

り
、
そ
の
対
策
と
し
て
、

近
く
の
厚
生
館
に
は
邪
魔

に
な
ら
な
い
程
度
に
と
、

駐
車
場
中
央
の
道
路
端
に

鳥
海
山
、
月
山
が
眺
め
ら

れ
る
場
所
が
あ
り
、
そ
こ

に
移
動
式
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス

設
置
を
考
え
た
。

し
か
も
焼
肉
パ
ー
テ
ィ

も
出
来
た
ら
最
高
と
の
思

い
だ
っ
た
。

経
費
は
２
５
０
万
円
程

度
で
あ
り
、
元
は
取
れ
る

と
判
断
し
た
の
だ
が
、
理

解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

敬老会・招待者１人当たり公費負担額

合　併　前 Ｈ２７予算 Ｈ２８予算 Ｈ２９予算Ｈ３０予算

対象年齢負担方式 １人当公費負担額 １人当補助金額

鶴岡 １１００円１１００円７３歳 補助金 １１００円 １１００円 １１００円

藤島 ２０００円１７００円７５歳 実委へ委託３１５０円＋記念品 ２４００円 ２２００円

羽黒 １２００円１２００円７０歳 行政直営 ２７３０円 １２００円 １２００円

櫛引 １４００円１４００円７１歳 行政直営 １８５５円 １４００円 １４００円

朝日 １７００円１５００円７０歳 実委へ委託 ２５００円 ２０００円 １９００円

温海 １１００円１１００円７０歳 報償費 ６００円 １１００円 １１００円

　※24年度で対象年齢は７５歳以上、公費負担方式は補助金に統一。

　　　喜寿（数え７７歳）の祝い品（座布団）が廃止。

平成30年度敬老会日程(5/12)

藤

島

地
区

上町 9月頃

新町 9月頃

中町 9月17日

下町 9月17日

古郡 7月8日

大川渡 7月8日

谷地興屋 10月28日

下中野目 未開催

野田目 9月頃

越後京田 6月3日

藤岡 9月頃

須走 9月17日

三和 9月16日

駅前 9月23日

新屋敷 9月9日

上平形 10月頃

下平形 5月27日

藤の花 9月頃

ふじの花荘 藤の花と合同

GHふじの花荘 藤の花と合同

　GHあった家

きゃっと
中町と合同

八栄島地区 6/23(土)

東栄地区 5/27(日)

長沼地区 6/17(日)

渡前地区 6/24(日) 昨年の長沼地区敬老会（6/18）



鶴
岡
市
は
平
成

年
度

28

か
ら

年
度
に
か
け
て
段

32

階
的
に
敬
老
会
補
助
金
を

１
１
０
０
円
に
統
一
す
る

と
し
ま
し
た
。

藤
島
と
朝
日
地
域
は
補

助
金
が
今
年
度
も
大
幅
に

減
ら
さ
れ
ま
す
。

敬
老
会
は
本
来
、
行
政

が
お
祝
い
す
べ
き
も
の
で

あ
り
、
予
算
削
減
は
前
市

政
の
負
の
遺
産
で
す
。
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長
沼
温
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ぽ
っ
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の
湯｣

奮
闘
記

板
垣
久
喜
（
長
沼
上
新
田
）

断
念
し
た
こ
と

ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の
誘

致
を
断
念

花
卉
栽
培
４
棟
の
ガ
ラ

ス
ハ
ウ
ス
建
設
補
助
事
業

の
話
が
あ
っ
た
。

出
来
れ
ば
、
ぽ
っ
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の

湯
周
辺
に
誘
致
し
た
い
と

考
え
た
。

実
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出
来
れ
ば
相
乗
効

果
大
と
期
待
し
、
役
場
で

開
か
れ
た
説
明
会
議
に
も

出
席
し
た
。

新
た
に
井
戸
を
掘
ら
な

く
て
も
、
当
社
の
３
号
源
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（

℃
）
を
使
え
ば
経
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費
節
減
に
も
つ
な
が
る
と

話
し
た
が
、
使
用
す
る
水

の
成
分
で
、
確
か
塩
基
度

(

？)
と
記
憶
し
て
い
る
が
、

使
用
す
る
条
件
が

ｐ
ｐ

70

ｍ
以
下
が
望
ま
し
い
と
説

明
さ
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た
。

３
号
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泉
は
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69

で
あ
っ
た
が
、
後
々
責
任

問
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に
も
な
る
と
思
い
、

即
、
誘
致
を
断
念
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こ

と
を
伝
え
、
そ
の
場
で
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こ
と
に
し
た
。
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に
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こ
と
。
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ド
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フ
場

近
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農
地
を
借
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ハ
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フ
の
Ｇ
Ｇ
場
を
整
備
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、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
し
た
後

の
入
浴
、
そ
し
て
会
食
パ

タ
ー
ン
を
考
え
計
画
し
た

が
断
念
。

(

２)

貸
農
園

近
隣
農
地
を
を
借
り
て

区
画
を
つ
く
り
、
２
年
続

け
て
何
名
か
の
希
望
者
が

い
た
が
、
皆
、
雑
草
に
負

け
て
断
念
。

(

３)

住
宅
団
地

彦
九
郎
堰
沿
い
に
温
泉

付
き
の
住
宅
団
地
を
考
え

た
。鳥

海
山
と
月
山
双
方
が

眺
望
で
き
、
全
国
で
唯
一

２
つ
の
百
名
山
を
見
る
こ

と
が
出
来
る
素
晴
ら
し
い

立
地
条
件
。
し
か
も
平
屋

に
限
定
し
計
画
し
た
が
、

２
号
源
泉
の
湯
量
不
足
で

断
念
し
た
。

ぽ
っ
ぽ
の
湯
か
ら
見
た
月
山

同
、
鳥
海
山

(

４)

移
動
式
ロ
グ
ハ
ウ
ス

宿
泊
施
設
の
要
望
が
あ

り
、
そ
の
対
策
と
し
て
、

近
く
の
厚
生
館
に
は
邪
魔

に
な
ら
な
い
程
度
に
と
、

駐
車
場
中
央
の
道
路
端
に

鳥
海
山
、
月
山
が
眺
め
ら

れ
る
場
所
が
あ
り
、
そ
こ

に
移
動
式
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス

設
置
を
考
え
た
。

し
か
も
焼
肉
パ
ー
テ
ィ

も
出
来
た
ら
最
高
と
の
思

い
だ
っ
た
。

経
費
は
２
５
０
万
円
程

度
で
あ
り
、
元
は
取
れ
る

と
判
断
し
た
の
だ
が
、
理

解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

敬老会・招待者１人当たり公費負担額

合　併　前 Ｈ２７予算 Ｈ２８予算 Ｈ２９予算Ｈ３０予算

対象年齢負担方式 １人当公費負担額 １人当補助金額

鶴岡 １１００円１１００円７３歳 補助金 １１００円 １１００円 １１００円

藤島 ２０００円１７００円７５歳 実委へ委託３１５０円＋記念品 ２４００円 ２２００円

羽黒 １２００円１２００円７０歳 行政直営 ２７３０円 １２００円 １２００円

櫛引 １４００円１４００円７１歳 行政直営 １８５５円 １４００円 １４００円

朝日 １７００円１５００円７０歳 実委へ委託 ２５００円 ２０００円 １９００円

温海 １１００円１１００円７０歳 報償費 ６００円 １１００円 １１００円

　※24年度で対象年齢は７５歳以上、公費負担方式は補助金に統一。

　　　喜寿（数え７７歳）の祝い品（座布団）が廃止。

平成29年度　敬老会の地域別開催状況と　30年度予算額　（　）内は１人当補助単価

地域 開催時期 開催会場数 実施主体 予算額(H29) 予算額(H30) 差額(H30-H29)

鶴岡

4月

164

自治会 1,871万5,000円 1,883万9,924円 12万4,924円

～ 公民館
（1,100円） （1,100円） (0円)

11月 地区社協

藤島

5月:1地区1町内会 22(4地区・16町内

444万7,240円 377万5,3000円 ▲67万1,940円
6月:3地区 会・ふじの花荘)

7月:4町内会 ※ふじの花荘所在 各地区実行

9月:10町内会 地の町内会と施設で委員会・町内

10月:1町内会 敬老会を2会場合同 会毎

（2,000円） （1,700円） (▲300円)開催

(未開催:2町内会) ※2町内会未実施

羽黒

6月第3日曜日
4

羽黒地域敬

208万3,870円 202万7,500円 ▲5万6,370円※4会場とも同日 老会本部実

開催 泉地区・広瀬地区 行委員会及び

手向地区・第四地区各地区の実行
（1,200円） （1,200円） (0円)

委員会

櫛引 6月(第2日曜日) 1

櫛引地域敬 216万0,900円 213万2,200円 ▲2万8,700円

老会実行委員
（1,400円） （1,400円） (0円)

会

朝日
4月:1回

8会場で9回開催
2コミセン各 187万5,916円 158万3,300円 ▲29万2,616円

6月:8回 2回及び5地区 （1,700円） （1,500円） (▲200円)

温海

7月:1自治会 2

各自治会ごと

233万2,792円 229万7,400円 ▲3万5,392円8月:2自治会 (26自治会、温寿荘)

9月:20自治会・温※1自治会開催中止

寿荘

（1,100円） （1,100円） (0円)10月:1自治会

11月:2自治会

庄
内
産
直
セ
ン
タ
ー

と
横
浜
の
保
育
園
と

の
「
田
植
え
交
流
」

が

日
、
庄
司
渡
さ

26
ん
（
羽
黒
町
細
谷
）

の
田
ん
ぼ
で
行
わ
れ

ま
し
た
。



私
の
テ
ク
テ
ク
歩
き
の

記
録
も
、
ア
チ
ラ
此
方
道

草
を
食
っ
て
ば
か
り
い
た

の
で
、
な
か
な
か
終
点
の

京
都
鴨
川
に
掛
る
三
条
大

橋
ま
で
辿
り
着
け
ま
せ
ん
。

三
条
大
橋
の
袂
で
待
っ

て
い
る
（
？
）
弥
次
さ
ん

喜
多
さ
ん
に
会
う
ま
で
は
、

歩
き
続
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
も
う
少
し

記
録
を
ひ
も
解
い
て
み
ま

す
。戦

国
の
世
の
合
戦
と
い

え
ば
関
ヶ
原
の
戦
い
を
誰

も
が
思
い
付
き
ま
す
が
、

岐
阜
の
街
並
み
を
超
え
て

一
路
西
へ
数
日
歩
い
て
行

く
と
、
関
ヶ
原
宿
に
辿
り

着
き
ま
し
た
。

関
ヶ
原
宿
は
、
北
国
脇

往
還
（
北
陸
方
面
へ
抜
け

る
街
道
）
と
伊
勢
街
道
に

抜
け
る
分
岐
点
に
有
っ
て
、

多
く
の
旅
人
で
賑
わ
っ
た

そ
う
で
す
が
、
今
で
は
宿

場
町
と
し
て
の
面
影
は
無

く
、
東
西
十
数
万
の
兵
達

が
血
を
血
で
洗
っ
た
天
下

分
け
目
の
場
所
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
だ
け
で
す
。

戦
で
亡
く
な
っ
た
り
負

傷
し
た
兵
を
弔
う
首
塚（
兵

を
埋
葬
し
た
所
）
等
が
、

路
傍
に
建
て
ら
れ
て
い
て
、

気
の
せ
い
か
背
中
に
寒
気

を
感
じ
な
が
ら
通
り
過
ぎ

ま
し
た
。

（
心
霊
ス
ポ
ッ
ト
な
の
か

な
ー
。
申
し
訳
な
い
が
よ

く
も
こ
ん
な
所
に
住
ん
で

い
る
も
ん
だ
、
と
思
っ
た

り
し
な
が
ら
歩
い
た
。）

関
ヶ
原
を
後
に
し
て
、

琵
琶
湖
の
あ
る
方
向
に
歩

い
て
行
く
と
、
や
が
て
右

手
に
近
江
地
方
の
名
峰「
伊

吹
山
」、
正
面
に
は
比
叡
山

ら
し
き
峰
々
を
眺
め
な
が

ら
夕
方
着
い
た
街
は
米
原

市
。こ

こ
か
ら
の
近
江
路
は
、

本
来
の
中
仙
道
を
そ
れ
て

琵
琶
湖
に
添
っ
て
彦
根
へ

向
か
う
事
と
し
ま
し
た
。

（
こ
こ
ま
で
山
道
ば
っ
か

り
歩
い
て
来
て
い
い
加
減

嫌
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
。）万

葉
の
歌
人
、
柿
本
人

麻
呂
が
「
近
江
の
海
夕
波

千
鳥
汝
が
鳴
け
ば
心
も
し

の
に
古
思
ほ
ゆ
」
と
琵
琶

湖
を
海
の
よ
う
だ
と
詠
ん

だ
け
れ
ど
も
、
歩
い
た
ら

と
ん
で
も
な
い
大
き
さ
で

海
そ
の
も
の
の
よ
う
で
し

た
。琵

琶
湖
周
辺
に
は
、
秀

吉
の
長
浜
城
や
、
石
田
三

成
の
沢
和
山
城
等
々
の
城

が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
が

立
ち
寄
っ
た
城
は
彦
根
城

と
安
土
桃
山
城
で
す
。

彦
根
城
は
こ
こ
に
記
す

ま
で
も
な
く
、
安
政
の
大

獄
で
有
名
な
井
伊
直
弼
が

藩
主
で
あ
っ
た
城
。

現
在
は
国
宝
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
美

し
さ
と
豪
壮
さ
に
比
し
て
、

私
達
が
歴
史
で
学
ん
だ
の

は
、
江
戸
幕
府
の
大
老
に

上
り
詰
め
た
藩
主
直
弼
の

幕
政
。

近
江
ま
で
来
る
途
中
の

中
仙
道
に
は
、
安
政
の
大

獄
に
よ
っ
て
水
戸
藩
士
を

中
心
に
し
て
結
成
さ
れ
た

「
天
狗
党
」
の
兵
と
、
諏

訪
藩
と
の
間
で
起
き
た
戦

い
で
犠
牲
に
な
っ
た
兵
の

首
塚
も
鬱
蒼
と
し
た
森
の

中
に
あ
り
ま
し
た
。

権
力
者
が
誤
っ
て
権
力

を
使
っ
た
ら
と
ん
で
も
な

い
こ
と
に
な
る
と
は
、
今

も
昔
も
同
じ
。

後
の
世
に
迷
宰
相
と
し

て
名
を
残
さ
ぬ
た
め
に
も

井
伊
直
弼
を
迷
い
手
本
と

し
て
ア
ベ
首
相
も
退
任
さ

れ
た
ら
い
か
が
で
す
か
。

そ
れ
と
も
権
力
の
亡
者

な
の
か
な
ー
。（
次
回
へ
続

く
）

中
心
と
な
る

月
の「
即

10

位
礼
正
殿
の
儀
」
は
、
即

れ
い
せ
い
で
ん

位
を
内
外
に
示
し
即
位
を

祝
う
儀
式
で
、
神
話
で
つ

く
ら
れ
た
、
皇
位
は
神
か

ら
与
え
ら
れ
た
と
し
、

「
高
御
座(

玉
座)

」
か
ら
、

た
か
み
く
ら

天
皇
が
言
葉
を
の
べ
、
首

相
が
祝
辞
を
の
べ
る
。

神
話
に
よ
る
「
高
御
座
」

た
か
み
く
ら

を
持
ち
出
し
、天
皇
が
玉
座

ぎ
ょ
く
ざ

か
ら
下
座
に
い
る
内
外
の

代
表
に
言
葉
を
の
べ
、
そ

の
下
座
で
参
会
者
が
万
歳

三
唱
を
行
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ま
さ
に
天
皇
主
権

で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
前
の
５
月
、

剣
璽
等
承
継
の
儀
は
、

け
ん
じ
と
う
し
ょ
う
け
い
の
ぎ

登
極
令
の
剣
璽
渡
御
ノ
儀

と
う
き
ょ
く
れ
い

け

ん

じ

と

ぎ

ょ

の

ぎ

の
語
句
を
少
し
変
え
た
だ

け
で
あ
る
。

神
話
に
色
々
な
い
わ
れ

が

あ

り

、

剣

は

つ
る
ぎ

天

叢

雲

剣
、
璽
は

あ
ま
の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ

じ

八
尺
瓊
勾
玉
、
こ
れ
ら
に

や
さ
か
に
の
ま
が
た
ま

八
尺
鏡
を
合
わ
せ
て
皇
位

や
た
の
か
が
み

の
証
で
あ
る
三
種
の
神
器

じ

ん

ぎ

と
い
う
。

こ
の
う
ち
、
剣
と
璽
を

つ
る
ぎ

じ

前
天
皇
か
ら
引
き
継
ぎ
、

同
時
に
国
璽(

国
印)

と

こ

く

じ

御
璽(

天
皇
印)

が
引
き
継

ぎ
ょ
じ

が
れ
る
。

つ
づ
い
て
、
新
天
皇
が

初
め
て
首
相
ら
に
言
葉
を

述
べ
る
即
位
後
朝
見
の
儀

ち
ょ
う
け
ん
の
ぎ

が
行
わ
れ
る
。

朝
見
と
は
天
皇
が
「
臣

ち
ょ
う
け
ん

下
」
に
「
お
め
み
え
」
す

る
こ
と
で
、
新
天
皇
が
首

相
、
国
会
議
長
・
最
高
裁

長
官
を
は
じ
め
と
す
る「
臣

下
」
で
あ
る
国
民
に
「
お

言
葉
」
を
述
べ
る
。

こ
れ
も
ま
た
天
皇
主
権

で
あ
る
。

ウ
ソ
を
ゾ
ッ
パ
ル

ど
ん
な
ウ
ソ
を
準
備
し

て
い
た
か
と
思
っ
た
ら
全

部
否
定
と
き
た
も
ん
だ
。

今
ま
で
と
同
じ
手
だ
ゼ
。

こ
れ
じ
ゃ
「
私
が
関
係
し

た
証
拠
を
見
せ
ろ
」
ダ
ノ

と
言
い
な
が
ら
、
こ
れ
で

も
か
・
こ
れ
で
も
か
と
新

し
い
も
の
が
出
て
き
て
も

「
知
ら
ぬ
・
そ
ん
な
事
実

は
な
い
」
で
言
い
逃
れ
る

気
な
ん
だ
。
し
て
ま
た
与

党
は
、
こ
れ
で
「
よ
し
」

と
す
る
ん
だ
か
ら
な
ー
。

▲
世
間
で
は
許
せ
な
い
こ

と
も
多
数
を
占
め
る
国
会

で
は
許
せ
る
ん
だ
。
こ
れ

じ
ゃ
「
赤
信
号
み
ん
な
で

渡
れ
ば
怖
く
な
い
」
に
な

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
何

が
正
し
い
の
か
じ
ゃ
な
く
、

日
本
で
は
こ
う
い
う
も
ん

だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
か

ら
、
こ
ん
な
日
本
を
伝
え

る
外
国
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見

た
い
も
ん
だ
が
。

▲
し
か
し
、
無
い
と
言
っ

た
文
書
が
出
て
き
た
。
し

か
も
、
跨
ぐ
の
が
難
し
い

ほ
ど
の
積
み
上
が
り
だ
。

こ
れ
ほ
ど
の
物
を
国
会
の

答
弁
に
合
わ
せ
て
隠
し
た

ん
だ
と
正
直
な
話
が
で
た

が
、
誰
の
指
示
な
の
か
は

出
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
れ

だ
け
積
み
上
げ
て
も
流
れ

か
ら
い
っ
て
、
こ
こ
に
昭

恵
夫
人
を
記
載
も
の
が「
あ

る
は
ず
」
が
無
い
と
言
う

ん
だ
ゼ
。
ま
だ
隠
し
て
い

る
も
の
が
あ
る
と
い
う
ん

だ
よ
。

▲
ウ
ソ
を
ゾ
ッ
パ
ル
の
に

合
わ
せ
て
、
隠
し
た
り
改

ざ
ん
し
た
り
の
仕
事
を
す

る
の
は
何
処
の
な
ん
と
い

う
係
り
な
ん
だ
ろ
う
ナ
ー
。

生
き
て
い
る
手
ご
た
え
が

感
じ
ら
れ
な
い
、
可
哀
そ

う
な
仕
事
を
さ
せ
ら
れ
て

い
る
人
が
何
人
か
い
る
ん

だ
か
ら
、
内
部
告
発
が
出

て
こ
な
い
か
ネ
ー
。

▲
ウ
ソ
を
突
き
通
す
の

を
世
間
は
見
て
い
る

し
、
こ
れ
が
万
延
し
た

ら
ど
う
す
る
の
・
安
倍

さ
ん
よ
。
早
速
大
学
で

マ
ネ
し
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
の
。
学
校
の
子
供

ら
に
出
て
こ
な
け
れ
ば

い
い
ん
だ
が
。（
石
川
）


